
〝今′，

宅祐覆ってLlろ勅へ

今、新教ロケ高一レスの彫響で射。り前の＞とク＼拓日商しこ

伯仲蔦、一世み中旬。　沈む不軌くすよれ

互は中、端居諺毒性〔人、紹詑誇れ、－ろ大葬稗函人、

なして、勧稲毛適期ざれて、－ろ方々の／移しエ計り知れません。

＞川南、同じ拍動奔離して二人の詔宅開きで二、十！

筋の併託砧ち辞典捺しでこい！！頼フ年在れl圧〈

〔エし－ヒ和一功。

申してしま．絶薯の淵で細の短移し己誰しこも／加、ろ萩丁か」、l

知直中誇刺し工琵勧ごと居宅閉じてレお乙、ろれ

いろ¢＼諦珍か己せん。よく伽、当所種も々クで・Ltこ。

加担読みか脈の中で立叩く舟いて匂え屋示し一己す。

彩の1項こし工．礼がん楊鴫粥の倹マリアリ科か‘み）殉。

4日1リ在の移動のび”しこおしやベI方今㊨和田力演－）坤。

現存、つ印の勅響で集まクでの関係調合わを年初六九

で可星かラ伸て抑）譲えか寝棺訂Jh一婦。
′傍，が1届牽、－のして、軌鉦お金、一朗rJLI〕とし工．み透ひ

セル一両日的。希虚し工）今ノ与え負猿，そし一々方々に思いで馳せて

います。お目して移トかれ布しま．勃／上し先し中り郵pぐ

め「エてこは　一人じゃTよい′／

＞のメ、ソセージで㍊ナ分、′′属す手せでくでご千日。

乱柄鵜解の公でげ）柱一同


